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登録リスト（該当：59件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 柳町の記憶2005/04/15]	柳町の記憶2005/04/15	2005/04/15の記録。
私が上田に移り住んで間もない頃の記録です。北国街道の上田宿でもあった「柳町」。柳町を訪れたのはこの時が初めてです。上田の城下町の面影を残す歴史スポット、観光スポットとしてその後、地元ばかりでなく広く全国からも知られるようになりました。

歴史的景観を活かしたまちづくりもなされ、徐々に環境も整備されてより美しくなりました。昔どうだったのか、その経過・変遷を視認できる情報源として当時のありのままの写真は大切なのではないかと思い、ここに掲載しておきます。


参考サイト：信州上田北国街道 柳町
https://yanagimachi-ueda.jp/	2024-02-17
	2	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.2]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.2	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	よう／地域交通と産業のつながり
交通インフラと産業は密接に関連していると考えたから。産業の発展には

	2024-02-16
	3	[image: 上田駅前のお店]	上田駅前のお店	上田の城下町の雰囲気を醸し出しているお店。建物の下の部分が白と黒の城のようなデザインになっている。	2024-02-12
	4	[image: 製糸城下町・歴史探訪 ルーツを訪ねて第1回 純水館資料館]	製糸城下町・歴史探訪 ルーツを訪ねて第1回 純水館資料館	味噌と糸がどのようにつながるのか、そこがミソなのです！
移動企画シリーズの後追いで歴史を探訪します。

	2024-02-08
	5	[image: 学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)]	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生) 
長野大学の地域科目「信州上田学A」2023を受講した学生が「信州上田」を接点として地域キュレーションした地域学習のアウトカムです。タイトルを選ぶとその学生のマイサイトを表示します(2024/02/15更新)。

各キュレーションの「マイテーマ」は次のページからご参照ください。[ Vol.1 | Vol.2 ]


▼社会福祉学部学生
		いちご／上田の食	

		しおり／上田の食べ物	

		な／上田の日本遺産について	

		るるる／塩田平の文化財	

		

	2024-02-05
	6	[image: 北国街道]	北国街道	上田城の城下町、上田宿として発展した昔ながらの街並みを残している。昔ながらの街並みの中には昔からあるお店だけでなく、モダンなお店も並んでいた。大変趣深かった。	2024-02-01
	7	[image: 信州上田祇園祭　ー下紺屋町にとっての祇園祭ー]	信州上田祇園祭　ー下紺屋町にとっての祇園祭ー	下紺屋町は旧城下町自治会として、中心となって参加しています。祇園祭は下紺屋町にとって最大の行事であり、こどもから大人まで、地域の歴史の共有、社会参加意識、助け合いの精神を図る機会となっています。	2024-01-30
	8	[image: 上田城下町映画祭]	上田城下町映画祭	上田城下町映画祭のお手伝いを長野大学の課題探求ゼミのメンバーで行った。
上田でのロケ作品を始め自主製作映画コンテストや映画関係者のトークショーが行われた。
私は自主製作映画を見たのだが、今日SNSなどに自身や周囲の動画などが投稿できる時代の中で明確なテーマをもとに作られた映画はやはりそこにしかないものがあった。映画祭と同時進行で行われていたため多くは上田映劇に人が集まっていたが、ぜひ次回行われるときは自主製作映画コンテストを見てほしい。
当日は受付やトークショーの記録を行ったが映画監督のお話が直接聞けるなど日常では体験できないことばかりだった。	2024-01-27
	9	[image: 上田駅デザイン]	上田駅デザイン	城下町上田の名残が残った駅の下の方の黒地に白のあみあみのデザイン。上田のPRのためにこのようなデザインがされたのかもしれないが街の統一感が出ているデザインがここ上田駅にもある。	2024-01-26
	10	[image: 学生の地域探究テーマ2023]	学生の地域探究テーマ2023	【第3回課題10/19】信州上田学2023/マイサイトと探究テーマ　

▼社会福祉学部学生
1　長野県の自然
2　蚕都上田はどのようにして生まれたか
3　上田の地域の特徴から、福祉に活用できる社会資源を考える。
4　上田にある文化財について
5　上田市の特産物にはなにがあるのか、特産物と気候や地形との関係、特産物を使った料理について
6　上田市の食とそこから見る地域の特性
7　上田城の季節による変化
8　食と福祉（飲食店と社会福祉施設、養護施設との連携）
9　真田幸村と上田の関わり
10　なぜ上田には晴れが多いのか
11　別所温泉の自然風景とその風景に関する歴史学的・地理学的な知識
12　上田と福祉について
13　上田市内の地区の名前の由来について
14　上田市は子育てや生活をする上で、便利な地なのかどうか
15　上田市の子ど	2023-10-29
	11	[image: 柳町]	柳町	柳町は、信州上田の歴史を現在へと繋ぐ城下町として、上田市の重要な観光地になっている。柳町で行われるイベントは上田市の発展を担っているに違いない。	2023-10-22
	12	[image: 蚕都上田マップ１【市街地】]	蚕都上田マップ１【市街地】		蚕都上田マップ１【市街地】を見る




城下町であった上田は北国街道の宿場町でもあった。江戸時代後期以降の蚕種業、製糸業の発達によって市制を施行した上田市(1919年～)は蚕都と呼ばれるようになった。
（マップ解説文から編集）

基図『上田市全図』(上田市役所, 1928年)
制作　蚕都上田プロジェクトマップ部会
発行日　2010年3月31日	2023-10-05
	13	[image: 柳町通り]	柳町通り	柳町通りは、古い町並みの残る城下町として親しまれています。この通りには、古民家カフェや地元の特産品を使用した食べ物のお店などが並んでいて、上田市のグルメを楽しむにはとても良いスポットだと思いました。	2023-05-09
	14	[image: 学生による地域キュレーション2022(信州上田学A受講生)]	学生による地域キュレーション2022(信州上田学A受講生)	長野大学の地域科目「信州上田学A」を受講した学生が「信州上田」を接点とした地域キュレーションの学習成果です。タイトルを選ぶとその学生のマイサイトを表示します。

▼カテゴリ１：蚕都上田
【1】　長野県の中でなぜ上田市が蚕都で有名なのか
【2】　上田の養蚕の歴史を掘り下げ、伝え続けるには。
【3】　蚕都上田の歴史と未来
【4】　製糸業の歴史
【5】　蚕都上田の歴史
【6】　蚕都上田	2023-02-10
	15	[image: 昔の地図を使った冒険]	昔の地図を使った冒険	今の自分の住んでいるアパートや通っているバイト先が昔はどんな姿だったのかと考えたことはあるだろうか？

そういったものをこのような絵図と見比べてみても面白いのではないだろうか？

自分のアパートは昔どういう役割を持っている建物だったのか？1つ前は八百屋だったのか？その前はだれの、どのような家だったのか？
そのようなことを考えながら、友達の家を巡ってみるのも、この春休みの良い暇つぶしになるのではないだろうか。


引用画像
信州デジタルコモンズ
上田城下町絵図
https://www.ro-da.jp/shinshu-dcommons/museum_history/03MP1400060001	2023-02-08
	16	[image: うどん屋があげられている！]	うどん屋があげられている！	上田市制７０周年記念タイムスリップ手作り城下町という記事があった。
４００年前の城下町を再現しようというものだった。写真は、多くの人が訪れている様子がある。

お茶屋、うどん屋、野菜売り。そば屋がいない！

http://db.umic.ueda.nagano.jp/data/johogura/datadisp.php?arg_sano=2049058	2023-02-01
	17	[image: 上田城下町絵図]	上田城下町絵図		2023-02-01
	18	[image: 初代上田藩主　真田信之]	初代上田藩主　真田信之	真田信之は初代上田藩主を務めた人物であり、上田城を築城した真田昌幸の息子である。信之は徳川家に仕える猛将本田忠勝の娘、小松姫と結婚し、関ヶ原の戦いでは父昌幸、弟幸村とは対立することとなる。その後は上田領を任され、農村の復興と上田城下町の整備に尽力したが、1622年に松代へと移封されることとなる。

参考サイト
上田市デジタルアーカイブポータルサイト
https://museum.umic.jp/sakuhin/web.html
上田市博物館
https://museum.umic.jp/hakubutsukan/ueda-castle-history/03/	2023-01-28
	19	[image: 市街地方面の神社・寺院と真田氏]	市街地方面の神社・寺院と真田氏	上田城周辺には、神社・寺院が多数存在する。しかも、同じような場所に集まっている場合が多い。これは、地域のシンボルである上田城に深く関わってくる。1583（天正11）年、上田城を築城した真田昌幸は、城下町として海野町を作った。これは、先祖の地である海野郷（現在の東御市本海野）より、新たな本拠地近くに住民を移住させたことに由来する。それに伴い、海野郷近辺にあった寺院を城の近くに移した。例えば願行寺や日輪寺といった寺院がこれに該当し、真田氏の先祖である海野氏が開いたとされる場合が多い。特に願行寺は、江戸時代に上田藩の菩提寺になったほど、この地域や人々に深く根付いていたと考えられる。また海野町には、商売繁盛を利益とする高市神社がある。これは昌幸がつくったものだ。
このように、上田城を築城す	2023-01-26
	20	[image: 前川ゼミ活動考察]	前川ゼミ活動考察	　今まで上田市の外で生活をしたことがないので、客観的な視点ではないかもしれないが、自分なりに上田市について感じたこと、考えたことをまとめる。上田市というのは上田城の城下町であったり、北国街道が通っていたこともあり、歴史がある町である。気候も安定していて、自然も多い。スキー場やキャンプ場、温泉も多く、車があれば日帰りでスキーや温泉を楽しむことができる。新幹線も通っており、東京など首都圏へのアクセスも良い。そのせいか、近頃では海野町商店街などに若者向けのバーや、都会志向の洒落た店が増えてきた印象がある。加えて県外からの移住者向けかと思われる高級マンションも増えてきた。一時的ではあるが真田氏の本拠地が上田城ということもあり、NHK大河ドラマ「真田丸」の人気によって上田が賑わっていたこ	2023-01-19
	21	[image: 市街地方面の寺院、神社]	市街地方面の寺院、神社	やはり城下町らしく、この地を治めた真田氏に縁あるものが多い。欧州ではキリスト教、東洋で仏教、そして日本の神道。古来より信仰というものは人々の生活の隣にあるものだった。信仰のあり方はその地域の生活のあり方ともいえる。歴史を紐解くうえで貴重な材料となり得るものである。（今回キリスト教を取り上げなかったのは、ここいら一帯はキリシタンが現れた時期が遅かったと考えられるためである。）	2022-12-04
	22	[image: 願行寺]	願行寺	浄土宗の寺院、願行寺。設立には海野小太郎が関わっており、入り口の四脚門は市の指定文化財に登録されている。
古くは真田昌幸が上田城下町を作る際に海野郷から城に近い厩裏町に移され、その後息子の真田信之によって現在地に移された。
それにしても、「願い行く寺」ってなんかいいですよね。	2022-12-04
	23	[image: 上田市における蚕を活かした都市開発]	上田市における蚕を活かした都市開発	上田市の景観形成における蚕の役割として、蚕都としての歴史性を重視するというものがある。上田市の景観計画の一部として、かつて栄えていた城下町や養蚕が盛んであった地域周辺の家屋、並びに歴史的資産や街並みの保全をしながら活用することを都市計画の一部に組み込んでいる。特に、建築物や工作物においては蚕室造りといった伝統的な様式の建築物を継承または意匠することを景観における基準としている。また、色彩においても蚕都としての風情を感じることができる落ち着いた色調を求めている。	2022-11-30
	24	[image: 上塩尻まちあるき：北国街道]	上塩尻まちあるき：北国街道	上塩尻の中心部である大村は北国改造に沿って集落が展開しています。上塩尻は千曲川に面し、洪水の常襲地でもありました。洪水に見舞われた集落が太郎山系の裾野に移ったとも伝えられています。城下町、宿場町、商業の町は全国の街道筋にはどこにでも見られますが、上塩尻の蚕種製造民家で構成される集落は極めてめずらしい。おそらく全国でここだけではないでしょうか。歴史的景観を備えた美しい町並みにも感心します。	2022-11-29
	25	[image: 上田探検隊・中間まとめ]	上田探検隊・中間まとめ	真田ゆかりの地であることは知っていたが、少し堅苦しいと感じていた。しかし実際上田を探検してみて、歴史的な町並みは残しつつも観光客を呼び込むためのまちづくりがなされていると感じた。特に海野町商店街は、商店街と聞くと古めかしい印象があったが、若い人向けのお店なんかがあっていいと思った。城下町であるため仕方ないかもしれないが、近隣の佐久市何かと比べて商業施設が少ないと感じる。歴史的建造物は残しつつ、観光客や新規の住人を取り込む街づくりをこれからも考えて行くことが課題だと思った。	2022-11-07
	26	[image: 城下町]	城下町	上田城の城下町はどこなのか疑問に思い調べてみると、海野町、原町、鍛治町、紺屋町、横町、柳町、田町の七つの町が上田の城下町であることが分かった。上田が宿場になると、海野町分に横町、原町分に柳町田町ができたようである。今は、柳町が残っている。上田城とその城下町の大部分は、真田氏の時代にすでに形成されていたといえる。上田城築城から約80年後の寛文3年（1663）の資料によれば、海野町、鍛治町、横町、原町、木町、柳町、紺屋町、田町という町分は、戸数350戸、人口2610人であったようだ。	2022-10-29
	27	[image: 昭和の残り香を巡る～③北国街道柳町編～]	昭和の残り香を巡る～③北国街道柳町編～	「昭和の残り香を巡る」第三回は柳町。
城下町の情緒を残した取り組みを行う土地であり。
街並みはそのままに、様々なお店がそこで商売をいとなんでいます。善光寺への参拝のために整備され、佐渡の金を江戸に運ぶ道として五街道に次ぐ重要な役割を果たした北国街道の宿場町として栄えていた土地は景観はそのままに今も観光地として栄えています。
ここは皆さんが来ても楽しめる場所です。
是非行って見てはいかがでしょうか？	2022-10-25
	28	[image: 昭和の残り香を巡る～①上田城編～]	昭和の残り香を巡る～①上田城編～	上田城やその城下町が残る上田市、江戸時代より城下町として繁栄を続けてきた。今回の探求では知られざる明治から昭和時代の「昭和の残り香を巡る」というテーマで探求を行いました。
今回は「遊郭としての上田城」の紹介です。
遊廓（ゆうかく）とは、公許の遊女屋(女郎屋）を集め、周囲を塀や堀などで囲った区画のことです。
上田城は戦国時代、真田家の防衛拠点として大きな戦果を挙げた城で有名な場所であります。
一方、戦国時代が終わった後明治維新以降、二基の櫓は、払い下げが行われ、それぞれ金州楼、万富楼という名前を付けられ、昭和の初期まで遊郭の妓楼としての役割を果たしていました。
※妓楼→遊女を置いて客を遊ばせる家。
防衛拠点としての上田城は皆さんが良く知る歴史であります。しかしそれ以降の歴史は知らな	2022-10-25
	29	[image: 上田市観光パンフレット]	上田市観光パンフレット	今回、上田市内を巡るときに入手したパンフレットは4つ。城下町の散策マップや、上田城の案内、さらに上田の旅ルートプランでは上田市内を地域ごと旅するときに観光地やご当地グルメの場所などが掲載されており、コースプランの例などものっているため、旅の計画にも役立つ上田の魅力情報満載である。
　しかし、欲を言うならスマホでも観光パンフレットをみれるような機能があればいいなと思う。パンフレットを出し入れするのも大変(個人的に…)だし、鞄にしまうときに折れ曲がってしまうこともある。スマホ片手に街歩きできれば便利であるなと感じた部分も少なくなかった。

みなさんは紙の観光パンフレット必要だと思いますか？	2022-08-10
	30	[image: 学生による地域キュレーション2021：全部①～⑱]	学生による地域キュレーション2021：全部①～⑱	▼地域キュレーション発表会記録
★テーマ①「上田と観光」(発表者：り)
★テーマ②「上田市と松川村の手当・補助の比較」(発表者：飯沢)
★テーマ③「塩田平をめぐる」(発表者：オガサカ)
★テーマ④「上田の歴史にふれる」(発表者：崔)
★テーマ⑤「山道を	2022-02-08
	31	[image: 地域キュレーション⑰「上田城と城下町の魅力」(信州上田学A2021)]	地域キュレーション⑰「上田城と城下町の魅力」(信州上田学A2021)	
▲クリック/タップして発表動画をご覧ください。

地域キュレーション「上田城と城下町の魅力」
(マイテーマ公開ページにリンク)
発表者(学生)：ハヤト(発表者のマイサイトにリンク)
長野大学／信州上田学Ａ2021発表会(2022/02/02オンライン実施)

（科目担当：前川道博＠長野大学）	2022-02-08
	32	[image: 柳町]	柳町	　上田城築城とともに作られた城下町であり、旧北国街道沿いの江戸時代のころからの面影が残る街並みになっています。現在ではお酒や味噌などのご当地名産品を扱っている店が多くあります。上田城から歩いて10分ほどの距離のため、お城への観光のついでに寄ってみるのもいいでしょう。	2021-12-17
	33	[image: 柳町]	柳町	城下町だった頃を想像できる景観。350年の歴史がある酒蔵から、東京からやってきた天然酵母のパン屋さんまで古いものも、新しいものも景観として上手く溶け込んでいた。店の看板には、上田の農民芸術「こっぱ人形」が使われていて、こだわりを感じた。また、橋は生活圏と生活圏を繋げているものだと思った。	2021-11-17
	34	[image: 上田城下町絵図]	上田城下町絵図	こちらは仙石氏在城時代の上田城下町絵図。1702年制作のものだ。上田城のホームページからアーカイブを開けば様々な絵図を閲覧できる。	2021-11-15
	35	[image: 安政年間上田城下町絵図]	安政年間上田城下町絵図	松平氏在城時代の上田城下町絵図で、武家屋敷の屋敷割を中心に描かれている。基本的には元禄年間の上田城下町絵図と変わっていない。上田城の本丸については「御本丸」と書かれているのみで省略されている。また、二の丸には、堀や石垣・土塁は描かれており、櫓や門などの建築物がない様子が分かる。
二の丸東虎口の外には、「文武学校」・「稲荷宮」がある。ここは、元禄年間の上田城下町絵図では、家臣の屋敷地だった。また、「御作事」と記載されている場所は、元禄年間の上田城下町絵図では「御中屋敷」だった。現在の清明小学校の敷地となっている。	2023-05-06
	36	[image: 元禄年間上田城下町絵図]	元禄年間上田城下町絵図	仙台氏在城時代の上田城下町絵図で、武家屋敷の屋敷割を中心に描かれている。上田城は、本丸については「御本丸」と書かれているのみで省略されている。また、二の丸は「二御丸」と書かれており櫓や門などの建築物がない様子が分かる。「御中屋敷」と記載されている場所は、現在の清明小学校の敷地となっている。「追手口」（大手口）からが城内だ。
城下町全体を見渡すと、城下町と家臣の屋敷は城の東側に偏っていいることが分かる。また、絵図の所々に赤く塗られた四角形の印があるが、これは、「番所」で、武家屋敷と町屋の境・藩主屋敷・お城の虎口（入口）などの要所に設置されている。	2023-05-05
	37	[image: 2020信州上田学Aふり返りまとめ]	2020信州上田学Aふり返りまとめ	▼全体まとめと成果	2020信州上田学A講義録（担当教員：前川道博）
	信州上田学A2020⑭オンライン発表会記録 2020/07/29
	>信州上田学2020/学びの成果発表会(信州上田学A/B合同) 2021/01/24


▼上田市行政チャンネル	>長野大学公開講座「信州上田学A」学生と市民の合同発表会 2020/07/29
	>信州上田学2020／学びの成果発表会(信州上田学A/B合同) 2021/01/24


▼学生受講生のマイサイト
ニックネーム、テーマと内容は一致していないケースがあります。	上田の食

	2021-10-06
	38	[image: 真田城下町看板]	真田城下町看板	上田駅前の商店街に置かれていた看板。
真田ゆかりの地を巡れるようになっている。	2021-05-06
	39	[image: 柳町]	柳町	北国街道沿いの家並みが残る通り。現在では信州上田の魅力的な名物・銘品を扱う店舗が並ぶ、江戸時代の面影を残した上田城下の商い処。昔ながらの街並みがとてもいい雰囲気を醸し出している。写真ではなかなか伝わらないので実際に行ってみることがおすすめ。	2021-05-05
	40	[image: 小諸城大手門]	小諸城大手門	小諸城は城が城下町より下にある日本唯一ともいわれる穴城で、大手門はその入り口の城門である。平成の大修理を終え、以前の姿に甦った。この大手門は重要文化財に指定されており、東日本を代表する大手門建築の一つである。歴史と照らし合わせながら見ていくと、その時代にいるような気持ちにさせてくれるという印象でした。	2021-05-05
	41	[image: 原田市神社]	原田市神社	長野銀行の駐車場に堂々とした様子で建てられている神社です。今回の調査の中で一番小さい建物で、車で走っていたらなかなか気づきにくいこともあります。
なぜこんな所に建てられているのか気になり、調査しました。この神社の説明には、「城下町を造るにあたって市の守護神である高市事代主命を勧請して祀った神社」と書かれています。そして、ここまで小さくなってしまった原因は「第二次世界大戦後に道路が拡幅されたからだ」とも書かれています。供えられている供物や植えられている植物がしっかりと手入れされていたので、今でもなお忘れられず、崇拝されているのだと考えます。	2021-05-05
	42	[image: 海野町市神高市神社]	海野町市神高市神社	この神社に祭祀されている御両神は福の神の代表の恵比寿様、大黒様です。商店街の真ん中に置かれており、周りの環境で薄れることなく威厳のある神社だと感じました。
こちらも神社にしては小さいですが、どの地図にも載っているので多くの方に認知されているのだと考えます。
やはり商店街の中に置かれているだけあって、何人か人が集まっていました。今回の調査で人がいた神社・寺は唯一ここだけです。	2021-05-04
	43	[image: 願行寺]	願行寺	　願行寺は、天正14年（1586年）に真田昌幸が上田城下町を造る際に、海野郷（東部町）から城近くの厩裏町（大手末広町）に移転され、その後、元和七年（1621年）、信之によって現在地に移されました。
　看板にも書いてありますが、門の造りが細かく、細部までこだわっているのがわかりました。また天井には、実際に何か描かれていた形跡があります。
　こちらは日輪寺と比べ、大通り沿いに出来ているほか、入り口も整備されているので、よく人が来るのではないかと考えられます。	2021-05-04
	44	[image: 真田祭り]	真田祭り	説明
上田城下町で毎年4月末に行われる真田三大をたたえる祭り。真田氏発祥の地として上田市内では真田ゆかりの地が多くある。

用法
上田市の真田資料は16世紀が多いという一つ

参考
https://www.mtlabs.co.jp/shinshu/event/sanada.htm	2021-01-27
	45	[image: 長沼地域の歴史]	長沼地域の歴史	　長沼地域は「大町・穂保・津野・赤沼」の4つの集落で構成されています。戦国時代には武田氏の北信濃統治の中心であったことから城下町として繁栄していました。
　今は「信州リンゴ発祥の地」やアップルラインと呼ばれる国道があるほどリンゴの町として知られていますが、その始めは明治末頃から始まりました。	2021-01-25
	46	[image: 北国街道　柳町]	北国街道　柳町	上田城の城下町として発展した。今では魅力的な名物・名品を扱う店舗が並ぶ。江戸時代の面影を残した商店街。町名の由来は柳の木が多かったから。	2020-11-05
	47	[image: 柳町]	柳町	柳町は戦国時代上田城の城下町として栄えました。
現在も石畳の道路や長屋など昔の街並みが残っていて雰囲気があり、思わず写真を撮りたくなっていまう外観でした。また、「犬神家の一族」のロケ地にもなったそうです。
地酒・信州そば・ワイン・酵母パンなど地域グルメを中心としたお店が並んでおり、雰囲気ある歴史的な街並みと上田の地域グルメを一度に楽しめる場所でした。	2020-11-03
	48	[image: 上田探検Ⅱ　街の看板]	上田探検Ⅱ　街の看板	上田駅周辺ではこのような看板が多く設置されています。ここには「真田氏ゆかりの城下町」と書かれていて、真田氏に関わる場所が紹介されています。地図をよく見ると、お寺がたくさんあることが分かります。これらのお寺は上田城に関係しているのかなと思いました。お寺だけではなく、上田駅周辺には素敵なお店がたくさんあります。	2020-11-01
	49	[image: 上田藩主/老中・松平忠固の墓]	上田藩主/老中・松平忠固の墓	2018/05/10、願行寺にある松平忠固の墓を訪れました。上田藩主・松平忠固(1812～1859)は２度に渡り、老中をつとめた人物です。老中の職にあった時に、日米和親条約(1854年締結)、日米修好通商条約(1858年締結)を結んだことの功績は極めて大きい。日本が列強と互角に対し、列強並みの好条件で列強と貿易協定を結んだことは、その後の日本の近代化を決定づけたと言ってもいい。貿易を推進し、殖産興業を推進しました。

上田における松平氏に対する関心の低さは、この墓の状況が端的に物語っています。かつての願行寺は上田城と対峙するように大手町～海野町の旧城下町のメインストリートの対極に位置し、海野町の通りはその門前のように位置していました。しかし、その道筋が真っ直ぐに貫通し、願行寺の真ん中は道路によって分断されました。さら	2020-07-18
	50	[image: 北国街道　柳町]	北国街道　柳町	旧北国街道の昔ながらの街並みで、格子造りや蔵造りの家々が軒を連ねる。造り酒屋や蕎麦屋などのの飲食店が並び、うだつや格子戸の残る家並みは旅情をそそる。また、上田初の水道水である「保命水」もある。

まちなか散策マップ「歩こう信州上田城下町」より	2020-07-13
	51	[image: 『上田老舗図鑑』(滝澤主税編)画像データ]	『上田老舗図鑑』(滝澤主税編)画像データ	ページ番号は表紙からの通し番号になっています。それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。

1ページ　表紙
2ページ
3ページ
4ページ　目次
5ページ　監修のことば
6ページ
7ページ　上田老舗図鑑　序文
8ページ
	2020-06-28
	52	[image: 『上田市史・上巻』1/2(1940年)画像データ]	『上田市史・上巻』1/2(1940年)画像データ	ページ番号は表紙からの通し番号になっています。それぞれはJPG画像です。ダウンロードしてお使いください。

1ページ　表紙
2ページ　序
3ページ
4ページ　緒言
5ページ
6ページ　編集の経過
7ページ
8ページ　目次
	2020-06-28
	53	[image: 『上田市誌』(全31巻 2004年)目次]	『上田市誌』(全31巻 2004年)目次	『上田市誌』全31巻
発行：2002～2004年
編集者：上田市誌編さん委員会
発行者：上田市、上田市誌刊行会

以下から各巻の目次と奥付が参照できます。なお、対象の「上田市」は2006年の合併以前の旧上田市が対象です。

第01巻 自然編(1)上田の地質と土壌
第02巻 自然編(2)上田の気象と川や湖
第03巻 自然編(3)上田の動物と植物
第04巻 歴史編(1)上田盆地のあけぼの
第05巻 歴史編(2)上田の弥生・古墳時代
	2020-06-27
	54	[image: 上田市の商店街の景観]	上田市の商店街の景観	上田の商店街は上田城の近くにあります。
そのためか、商店街の景観はまるで城下町のようです。

茶色を基調とした建造物、石畳の歩道、木製のベンチ、公衆トイレにまで力を入れる徹底ぶりです。

昔と現代をハイブリッドしたかのような雰囲気を楽しめます。	2020-06-24
	55	[image: 井水　「保命水」]	井水　「保命水」	柳町にあるきれいな水が湧き出るところをみつけました！

昔からあるところで有名みたいです。
地域の方々にも親しまれていて、ちょうど住民の方が水を汲みに来て、少しお話ししました。

そういう地域住民の温かさが感じられて、素敵な場所です！
わきの水路にカニが住んでいることも教えてもらいました！それだけ水がきれいってことですね。

このきれいな水があるから、酒造やパン屋さんがおいしくて評判なのかも？

これからの季節に涼を感じられるのでおすすめですよ！	2020-06-15
	56	[image: 上田城　城下町　「柳町」]	上田城　城下町　「柳町」	歴史ある街並みの柳町

上田駅正面の道をまっすぐ進んで左に一本入ったとこらへんにありました。

道中には上田の歴史や真田十勇士などの説明が書かれたマップもあり、観光地っぽい。

酒造やパン屋さん、雑貨屋さんなどがあり、お店の前に水車がある風流な場所も！

建物自体がおしゃれでレトロ感漂う雰囲気です。
写真撮りたくなるスポットがたくさん！	2020-06-15
	57	[image: 小諸城大手門]	小諸城大手門	　小諸城大手門は平成5年12月9日に国指定重要文化財になった、瓦門とも呼ばれる小諸城の正門です。小諸城は城下町より低い位置にある、珍しい特徴を持つ城のため、大手門は本丸よりも高い位置にあります。現在の門は慶長17年に小諸城主仙石秀久により建立されました。	2020-05-26
	58	[image: 上田城]	上田城	ここは上田城。
上田城には、南櫓・北櫓・東虎口櫓門をはじめとし、真田石などかつての城を感じさせる見所が数多くある。
映画「サマーウォーズ」での陣内家お屋敷の門として登場することでも有名であり、多くのファンが訪れるスポットとなっている。	2020-05-23
	59	[image: 銭澤時計店の商品「甲冑エプロン」]	銭澤時計店の商品「甲冑エプロン」	上田市の木町にある銭沢時計店を久しぶりに訪れました。このお店の佇まいのユニークなこと。銭沢さんからは200年ぐらい前の足軽の屋敷であったと聞いています。

銭沢時計店はその主屋が足軽屋敷であるということだけでもユニークなのに、ユニークなことがさらに。時計店なのになぜ真田グッズ店なのでしょうか？

銭沢時計店のヒット商品は「落ちない上田城」という学習ノート。受験生に根強い人気があります。さらに最近、ユニークな商品が出ました。「甲冑エプロン」。なんとまあ！　真田氏の家紋３種が全部描かれています。六文銭、州浜、結び雁金。エプロンに真田の家紋集ですか。おお！	2020-04-22
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